
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
13
と
し

て
「
最
貧
国
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
に
取
り
組
む
」
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
例
の
筆
頭

は
「
最
貧
国
か
ら
の
輸
入
品
に
対
す
る
無
関
税
・

無
枠
」
で
あ
る
。
無
枠
と
は
輸
入
数
量
制
限
が
な

い
こ
と
を
指
し
、
そ
の
重
要
な
対
象
の
一
つ
が
繊

維
・
衣
類
で
あ
る
。
繊
維
・
衣
類
に
つ
い
て
は
長

き
に
わ
た
る
貿
易
制
限
の
歴
史
が
あ
り
、
二
○
○

五
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
こ
の
管
理
貿
易
の
歴
史

が
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
後
述
の
よ

う
に
繊
維
・
衣
類
に
強
い
競
争
力
を
持
つ
中
国
の

対
米
・
Ｅ
Ｕ
輸
出
へ
の
規
制
は
復
活
し
た
が
、
そ

れ
以
外
の
国
に
対
す
る
数
量
制
限
は
撤
廃
さ
れ
た
。

同
品
目
は
最
貧
国
が
競
争
力
を
持
ち
得
て
い
る
数

少
な
い
工
業
品
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、

繊
維
・
衣
類
の
管
理
貿
易
か
ら
自
由
化
へ
の
歴
史

と
現
状
を
俯
瞰
し
、
将
来
を
展
望
す
る
。

●
先
進
国
の
貿
易
規
制
と
繊
維
製
品

一
般
に
貿
易
摩
擦
は
、
貿
易
不
均
衡
が
生
じ
て

い
る
国
々
の
間
の
主
要
貿
易
品
目
に
関
し
て
先
鋭

化
す
る
。
先
進
国
と
発
展
途
上
国
と
の
間
で
生
じ

る
貿
易
摩
擦
は
主
と
し
て
、
発
展
途
上
国
が
競
争

力
を
持
ち
始
め
る
軽
工
業
品
を
巡
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
典
型
が
繊
維
・
衣
類
で
あ
る
。

遡
れ
ば
一
九
五
○
年
代
に
は
日
本
か
ら
当
時
の

先
進
諸
国
へ
の
繊
維
製
品
の
輸
出
の
増
加
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
七
年
に
日
本
は
綿
製
品

の
輸
出
自
主
規
制
を
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
実
施
す

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
六
一
年
に
は
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と

日
本
等
ア
ジ
ア
諸
国
の
間
で
短
期
繊
維
取
り
決
め

（
Ｓ
Ｔ
Ａ
）
が
交
わ
さ
れ
、
そ
れ
は
翌
年
か
ら
一

九
七
四
年
ま
で
続
く
綿
製
品
の
長
期
取
り
決
め

（
Ｌ
Ｔ
Ａ
）
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ
し
て
一
九
七

四
年
か
ら
は
多
繊
維
取
り
決
め
（
Ｍ
Ｆ
Ａ
）
が
発

効
し
、
貿
易
規
制
の
範
囲
が
綿
製
品
以
外
の
繊
維

製
品
に
拡
大
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
品
目
毎
に
年

間
輸
入
数
量
枠
（
ク
ォ
ー
タ
）
が
、
輸
入
国
か
ら

各
輸
出
国
に
対
し
て
指
定
さ
れ
、
各
輸
出
国
は
そ

の
ク
ォ
ー
タ
を
で
き
る
だ
け
一
○
○
％
満
た
す
よ

う
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
一
九
九

五
年
の
設
立
時
に
、
こ
の
繊
維
製
品
の
管
理
貿
易

体
制
を
解
消
す
る
た
め
の
「
繊
維
及
び
繊
維
製
品

（
衣
類
を
含
む
。）
に
関
す
る
協
定
」
を
定
め
、

そ
の
後
徐
々
に
ク
ォ
ー
タ
品
目
を
削
減
し
て
、
二

○
○
四
年
末
に
は
全
て
の
品
目
の
ク
ォ
ー
タ
を
撤

廃
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
二
○
○
五
年

一
月
一
日
に
Ｍ
Ｆ
Ａ
体
制
は
終
焉
を
迎
え
た
。

●
ア
ジ
ア
の
貧
困
削
減
と
繊
維
製
品
貿

易こ
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
っ
て
管
理
貿
易
が
続

く
中
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
繊
維
製
品
輸
出
の
主
役
で

あ
り
続
け
た
。
ま
た
近
代
的
な
紡
績
機
、
織
機
が

生
産
現
場
に
お
い
て
支
配
的
に
な
る
ま
で
の
間
は
、

繊
維
産
業
は
そ
の
上
流
（
紡
績
、
織
布
）
も
下
流

（
縫
製
）
も
労
働
力
を
集
約
的
に
用
い
る
典
型
的

な
労
働
集
約
産
業
で
あ
っ
た
。「
女
工
哀
史
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
厳
し
い
労
働
条
件
が
課
せ
ら
れ

た
反
面
、
そ
れ
は
女
性
労
働
者
の
大
規
模
な
雇
用

機
会
を
生
み
出
し
、
徐
々
に
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ

労
働
者
に
、
輸
出
指
向
経
済
発
展
の
恩
恵
を
分
け

与
え
て
い
っ
た
。

こ
の
間
、
繊
維
製
品
貿
易
の
主
役
は
い
わ
ゆ
る

「
雁
行
形
態
」
的
に
交
替
し
て
い
っ
た
。
一
九
五

○
年
代
に
は
日
本
、
イ
ン
ド
、
香
港
が
ア
ジ
ア
に

お
け
る
綿
製
品
輸
出
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
徐
々

に
韓
国
や
台
湾
が
台
頭
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
か

ら
Ｌ
Ｔ
Ａ
、
さ
ら
に
は
Ｍ
Ｆ
Ａ
へ
と
展
開
す
る
管

理
貿
易
体
制
が
堅
固
な
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
日

本
の
国
民
所
得
が
上
昇
し
て
賃
金
が
高
ま
っ
て
く

繊
維
製
品
貿
易
│
自
由
化
の
帰
趨
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る
と
、
日
本
の
繊
維
企
業
は
周
辺
の
東
・
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
へ
と
直
接
投
資
を
増
や
し
、
生
産
拠
点

を
移
し
て
い
っ
た
。
同
様
の
雁
行
形
態
的
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
韓
国
、
台
湾
、
香
港
に
も
作
用
し
、
こ
れ

ら
諸
国
・
経
済
か
ら
他
の
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
直
接

投
資
が
増
加
し
た
結
果
、
衣
類
の
輸
出
拠
点
は
東

南
ア
ジ
ア
お
よ
び
中
国
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

一
方
、
近
年
注
目
さ
れ
て
き
た
傾
向
は
、
東
・

東
南
ア
ジ
ア
の
中
進
国
を
追
う
形
で
、
衣
類
輸
出

を
顕
著
に
増
加
さ
せ
て
き
た
国
々
が
現
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
南
ア
ジ
ア
の
主
要
国
は
お
し
な

べ
て
衣
類
輸
出
を
伸
ば
し
て
い
る
。
中
で
も
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
は
後
発
発
展
途
上
国
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
ま
た

は
最
貧
国
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
世
界
で
一
二
位
の
衣
類
輸
出
国
と
な
っ
て
い

る
（
一
九
九
八
年
）。
衣
類
輸
出
は
同
国
の
輸
出

総
額
の
四
分
の
三
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
同

様
に
東
南
ア
ジ
ア
の
Ｌ
Ｄ
Ｃ
で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

も
、
一
九
九
○
年
代
半
ば
以
降
、
大
き
く
衣
類
輸

出
を
伸
ば
し
て
い
る
。
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
に

も
衣
類
輸
出
を
大
き
く
増
加
さ
せ
た
国
が
あ
る
。

イ
ン
ド
洋
の
島
国
で
あ
る
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
は
一
九

八
○
年
代
か
ら
衣
類
輸
出
を
伸
ば
し
、
サ
ハ
ラ
以

南
ア
フ
リ
カ
で
有
数
の
衣
類
輸
出
国
と
な
っ
た
。

こ
の
他
、
レ
ソ
ト
、
南
ア
フ
リ
カ
、
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
、
ケ
ニ
ア
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
も
、
ア
メ
リ
カ
や

Ｅ
Ｕ
の
提
供
す
る
輸
出
優
遇
政
策
を
活
用
し
て
衣

類
輸
出
を
増
や
し
た
。

●
ク
ォ
ー
タ
撤
廃
後
の
構
造
変
化

し
か
し
こ
れ
ら
低
所
得
国
の
衣
類
輸
出
増
は
、

こ
れ
ら
の
国
々
の
経
済
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
は

額
面
通
り
に
は
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う

の
は
、
前
述
の
よ
う
に
こ
れ
ら
低
所
得
国
の
衣
類

輸
出
増
は
管
理
貿
易
下
に
お
い
て
、
他
の
競
合
国

の
輸
出
に
も
ク
ォ
ー
タ
と
い
う
輸
出
上
限
枠
が
か

か
っ
た
中
で
の
輸
出
成
長
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

衣
類
を
含
む
繊
維
製
品
貿
易
が
二
○
○
五
年
一
月

一
日
以
降
完
全
に
自
由
に
な
っ
た
ら
、
こ
れ
ら
低

所
得
国
の
縫
製
産
業
は
早
晩
競
争
力
を
失
う
と
の

見
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
二
○
○
四
年
半
ば
に

公
表
さ
れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
研
究
者
の
予
測
も
、
中
国

が
衣
類
市
場
を
席
巻
し
、
そ
れ
に
続
く
の
は
イ
ン

ド
ぐ
ら
い
で
、
他
の
低
所
得
国
は
成
長
を
続
け
る

見
込
み
が
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
た
。

翻
っ
て
二
○
○
五
年
一
月
以
降
、
同
年
九
月
の

時
点
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
デ
ー
タ
を
見
る
限

り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
研
究
者
や
他
の
大
方
の
予
測
で
示
唆

さ
れ
た
ほ
ど
の
壊
滅
的
影
響
が
縫
製
品
を
輸
出
す

る
全
て
の
低
所
得
国
に
生
じ
て
は
い
な
い
（
ア
メ

リ
カ
に
続
く
主
要
衣
類
市
場
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
一
五
カ

国
の
輸
入
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
研

究
者
の
予
測
は
中
国
、
イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
的
中

し
、
両
国
か
ら
の
衣
類
輸
出
は
大
き
な
伸
び
を
示

し
て
い
る
。
最
新
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
中
国
は
、

そ
の
主
要
衣
類
輸
出
相
手
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
対

し
て
二
○
○
五
年
一
〜
九
月
に
か
け
て
前
年
同
期

比
六
八
・
九
％
の
成
長
を
遂
げ
た
。
こ
の
間
い
く

つ
か
の
低
所
得
国
は
中
国
製
衣
類
輸
出
の
急
増
に

攪
乱
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
順
調
に
対
米
衣
類
輸
出

を
伸
ば
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
南
ア
ジ
ア
四
カ

国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ハ
イ
チ
が

二
○
○
五
年
に
入
っ
て
か
ら
も
順
調
な
対
米
衣
類

輸
出
成
長
を
果
た
し
て
い
る
。
図
を
参
照
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
国
々
を
含
む
主
要
発
展
途
上
国
の

衣
類
輸
出
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
検
証
し
て
い
こ
う
。

二
○
○
五
年
初
め
か
ら
最
も
大
き
く
輸
出
を
伸

ば
し
た
の
が
中
国
で
、
こ
れ
に
次
ぐ
高
い
伸
び
率

を
示
し
て
い
る
の
が
イ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
ま
で
は

Ｗ
Ｔ
Ｏ
研
究
者
の
予
測
通
り
で
あ
っ
た
。
予
測
と

異
な
っ
て
い
た
の
は
、
イ
ン
ド
以
外
の
主
要
な
南

ア
ジ
ア
諸
国
が
、
高
水
準
か
つ
安
定
的
な
ア
メ
リ

カ
へ
の
衣
類
輸
出
の
伸
び
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

図
１
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
イ
ン
ド
は
二
○
○
五

年
九
月
ま
で
の
全
て
の
月
に
つ
い
て
、
一
○
％
台

後
半
か
ら
五
○
％
台
ま
で
の
高
い
成
長
率
を
記
録

し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
及
ば
ぬ
も
の
の
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
も
二
○
％
台
を
中
心
と

し
た
月
別
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。
特
に
注
目
さ

れ
る
の
は
、
輸
出
の
四
分
の
三
を
衣
類
に
依
存
し

て
お
り
、
低
価
格
帯
の
製
品
を
中
心
に
生
産
し
て

い
る
が
ゆ
え
に
、
自
由
化
の
悪
影
響
が
最
も
深
刻

で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
、

二
○
○
五
年
に
入
っ
て
か
ら
も
順
調
な
輸
出
の
伸

び
を
見
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
ク
ォ

ー
タ
制
度
廃
止
の
プ
ラ
ス
の
効
果
が
反
映
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ク
ォ
ー
タ

を
得
ら
れ
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
が
可
能

と
な
っ
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
暗
黙
裡
に
ク
ォ
ー
タ

配
分
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
新
規
参
入
外
資
企
業

が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
の
直
接
投
資
を
始
め
る
動

き
が
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
い
て
は
、
二
○
○
四
年
末
ま
で

図 1　アメリカに対する南アジアからの縫製品輸出（対前年同月変化率：％）
60 

40 

20 

0 

-20 

-40 

-60
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

インド バングラデシュ スリランカ パキスタン ネパール 

アジ研ワールド・トレンド No.125（2006．２）─2021─アジ研ワールド・トレンド No.125（2006．２）



に
噂
さ
れ
て
い
た
衣
類
産
業
危
機
論
は
後
退
し
て

い
る
。

こ
の
他
、
ネ
パ
ー
ル
の
衣
類
輸
出
は
縮
小
し
て

い
る
も
の
の
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
衣

類
輸
出
は
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
図
１
に
示
さ
れ

て
い
る
。
近
年
の
イ
ン
ド
経
済
の
成
長
お
よ
び
構

造
変
化
は
、
周
辺
国
の
同
様
の
変
化
を
想
起
さ
せ
、

東
ア
ジ
ア
と
劣
ら
ぬ
人
口
規
模
を
持
つ
こ
の
地
域

全
体
の
経
済
の
拡
大
と
技
術
進
歩
が
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

地
域
全
体
の
衣
類
輸
出
が
高
成
長
を
続
け
て
い

る
の
は
南
ア
ジ
ア
の
み
で
あ
る
。
二
○
○
四
年
末

ま
で
は
衣
類
輸
出
の
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
東
南
ア

ジ
ア
も
、
二
○
○
五
年
初
め
か
ら
い
く
つ
か
の
国

々
を
除
い
て
、
衣
類
輸
出
が
減
少
し
て
い
る
。
図

２
に
よ
れ
ば
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ

ア
と
い
っ
た
一
人
当
た
り
所
得
が
比
較
的
高
い
国

々
で
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
衣
類
輸
出
が
大
き
く
落

ち
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
も
四
月
以
降

は
減
少
に
転
じ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

対
照
的
に
一
貫
し
て
高
成
長
を
維
持
し
て
い
る

の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
あ
る
。
両

国
の
衣
類
輸
出
成
長
率
は
前
年
同
月
比
で
二
○
％

の
線
を
中
心
に
変
動
し
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
同
様
、
他
の
発
展
途
上
国
よ

り
後
発
の
Ｌ
Ｄ
Ｃ
と
分
類
さ
れ
て
い
る
う
え
、
輸

出
の
四
分
の
三
程
度
を
衣
類
に
依
存
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
二
○
○
五
年
初
め
の
衣
類
貿
易
自

由
化
の
影
響
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
お
い
て
は
縫
製
工
場
の
労
働
条
件
や
最
低

賃
金
に
関
す
る
監
視
が
厳
し
く
、
そ
の
輸
出
は
ア

メ
リ
カ
の
消
費
者
団
体
や
労
働
組
合
か
ら
問
題
視

さ
れ
に
く
い
こ
と
が
、
競
争
上
有
利
に
働
い
た
と

い
う
見
方
が
あ
る
。

サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
中
で
は
モ
ー
リ

シ
ャ
ス
が
衣
類
輸
出
の
先
発
国
で
あ
っ
た
が
、
同

国
は
既
に
一
人
当
た
り
所
得
が
上
昇
し
、
衣
類
の

国
際
競
争
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
同
様
に
平
均
一

人
当
た
り
所
得
の
高
い
南
ア
フ
リ
カ
と
共
に
衣
類

輸
出
を
縮
小
し
て
い
る
（
図
３
）。
こ
れ
ら
以
外

に
レ
ソ
ト
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ケ
ニ
ア
、
ス
ワ
ジ

ラ
ン
ド
と
い
っ
た
国
々
が
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
法

で
あ
る
ア
フ
リ
カ
成
長
機
会
法
（
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ａ
）
に

基
づ
く
免
税
措
置
を
活
用
し
、
二
○
○
四
年
ま
で

に
ア
メ
リ
カ
へ
の
衣
類
輸
出
を
大
幅
に
伸
ば
し
て

き
た
。
し
か
し
、
二
○
○
五
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、

そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
輸
出
の
増
勢
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
国
々
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
衣
類
輸
出

は
横
這
い
、
ま
た
は
微
減
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
つ
い
最
近
、
そ
れ
ま
で
公
表
が
控
え
ら

れ
て
き
た
二
○
○
五
年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
の
Ｅ

Ｕ
の
輸
入
デ
ー
タ
が
一
気
に
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
Ｅ
Ｕ
市
場
に
お
い
て
も
中
国
、
イ
ン
ド

の
輸
出
が
急
増
し
て
お
り
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
含
む
他
の
国
々
は
前
年
同
期
比
で

減
少
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
こ
の
変
化
は
、
Ｅ
Ｕ

へ
の
衣
類
の
輸
出
国
構
成
に
大
き
な
変
化
を
与
え

る
ま
で
の
も
の
で
は
な
い
。

●
中
国
と
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
中
国
の
世
界
の
繊
維
・

衣
類
市
場
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
は
、
中
国
の

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
時
に
既
に
折
り
込
み
済
み
で
あ
っ
た
。

二
○
○
五
年
初
め
の
自
由
化
後
に
中
国
製
繊
維
・

衣
類
の
輸
入
が
激
増
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
ア
メ
リ

カ
は
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
条
件
と
し
て
二
○

○
八
年
ま
で
有
効
の
「
繊
維
特
別
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
」（
緊
急
輸
入
制
限
）
を
認
め
さ
せ
て
い
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
原
則
と
し
て
一
年
間
、
品
目
毎
に

輸
出
数
量
の
年
間
成
長
率
を
七
・
五
％
増
ま
で
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

二
○
○
四
年
一
二
月
の
時
点
で
中
国
政
府
は
衣

類
輸
出
の
大
幅
な
伸
び
と
、
そ
れ
に
伴
う
貿
易
摩

擦
を
予
期
し
、
こ
の
勢
い
を
抑
え
る
た
め
に
繊
維

・
衣
類
輸
出
に
輸
出
税
を
課
し
始
め
た
。
果
た
し

て
予
想
通
り
二
○
○
五
年
一
月
の
中
国
製
衣
類
の

輸
出
増
は
、
ア
メ
リ
カ
で
前
年
同
月
比
約
三
○
％

増
、
Ｅ
Ｕ
は
四
六
・
五
％
増
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
ア
メ
リ
カ
は
、
五
月
に
衣
類
七
品
目
に
関

し
て
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
発
動
を
発
表
し
た
。
同
時
期
、

Ｅ
Ｕ
も
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
発
動
を
視
野
に
入
れ
、
中

国
に
衣
類
輸
出
の
規
制
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し

中
国
は
、
当
初
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
、
報
復
と
し

て
前
年
末
に
課
し
始
め
た
繊
維
・
衣
類
輸
出
税
を

撤
廃
し
た
。
し
か
し
六
月
一
○
日
に
中
国
と
Ｅ
Ｕ

の
間
に
合
意
が
成
立
し
、
Ｅ
Ｕ
が
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
亜

麻
糸
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
発
動
を
取
り
や
め
る
代
わ

り
に
二
○
○
八
年
ま
で
中
国
が
Ｅ
Ｕ
へ
の
繊
維
・

衣
類
輸
出
を
年
間
約
一
○
％
に
抑
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
急
激
な
貿
易
制
限
は
、

数
カ
月
先
を
見
越
し
て
注
文
、
生
産
を
行
う
国
際

衣
類
取
引
の
慣
行
に
合
わ
な
い
も
の
で
、
結
果
と

し
て
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
国
境
に
は
、
発
注
さ
れ
た
も
の

図 2　アメリカに対する東南アジアからの縫製品輸出（対前年同月変化率：％）
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の
輸
入
の
認
め
ら
れ
な
い
衣
類
が
山
積
み
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
結
局
九
月
に
再
調
整
の
た
め
の
新

協
定
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
繊
維
摩
擦
の
解
決

は
難
航
し
た
。
協
議
が
幾
度
と
な
く
開
か
れ
、
そ

れ
が
決
裂
す
る
と
ア
メ
リ
カ
は
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

対
象
品
目
を
増
や
す
、
と
い
っ
た
対
応
を
繰
り
返

し
た
。
一
○
月
に
入
る
と
ブ
ラ
ジ
ル
も
中
国
か
ら

の
繊
維
・
衣
類
輸
入
に
対
し
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
発

動
す
る
準
備
を
完
了
す
る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ

Ｕ
以
外
の
輸
入
国
も
中
国
製
繊
維
・
衣
類
の
輸
入

増
に
神
経
を
と
が
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

結
局
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
は
一
一
月
八
日
に
、

二
○
○
六
年
一
月
一
日
よ
り
二
○
○
八
年
一
二
月

末
ま
で
の
三
年
間
有
効
の
包
括
繊
維
協
定
に
調
印

し
た
。
こ
れ
は
二
一
品
目
の
繊
維
・
衣
類
に
関
し

て
中
国
が
対
米
輸
出
量
を
、
二
○
○
六
年
に
は
前

年
比
で
一
○
〜
一
五
％
、
二
○
○
七
年
に
は
一
二

・
五
〜
一
六
％
、
二
○
○
八
年
に
は
一
五
〜
一
七

％
に
抑
制
し
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
ら
以
外
の
繊
維

・
衣
類
に
関
し
て
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
発
動
を
自
制
す

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
成
長
率
は
、

対
中
国
繊
維
特
別
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
に
お
い
て
認
め

ら
れ
る
七
・
五
％
よ
り
は
高
い
が
、
二
○
○
五
年

一
〜
九
月
の
中
国
の
対
米
衣
類
輸
出
の
対
前
年
同

期
比
、
六
八
・
九
％
よ
り
か
な
り
低
い
う
え
、
二

○
○
四
年
、
二
○
○
三
年
の
同
輸
出
の
対
前
年
比

の
二
三
・
四
％
、
二
二
・
五
％
よ
り
も
さ
ら
に
低

い
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
衣

類
輸
出
の
伸
び
は
、
自
由
化
前
の
値
よ
り
も
低
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●
先
進
国
の
責
務

中
国
の
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
向
け
衣
類
輸
出
の
伸

び
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
を
は
じ
め
と

す
る
他
の
衣
類
輸
出
発
展
途
上
国
の
参
入
の
余
地

が
増
え
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
二
○
○
五
年
中

も
一
定
程
度
の
成
長
を
維
持
し
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ハ
イ
チ
と
い
っ
た
国
々
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
一
年
間
は
苦
汁
を
飲
ん
だ
国
々
、

中
で
も
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
Ａ
Ｇ
Ｏ

Ａ
、
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
輸
入
促
進
措
置

を
含
ん
だ
コ
ト
ヌ
ー
協
定
を
き
っ
か
け
に
、
二
○

○
四
年
ま
で
に
実
現
し
た
よ
う
な
活
況
を
取
り
戻

す
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ

Ｕ
に
つ
い
て
は
中
国
と
の
間
で
数
量
制
限
を
残
し

て
い
る
も
の
の
、
最
貧
国
に
対
し
て
は
数
量
制
限

を
撤
廃
し
た
と
い
う
点
か
ら
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
の
目
標
８
達
成
に
向
け
た
改
善
と
い
う
意
味

で
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
全
く
触
れ
て
こ
な
か
っ
た

日
本
の
繊
維
・
衣
類
輸
入
国
と
し
て
の
側
面
に
つ

い
て
は
課
題
が
残
っ
て
い
る
。
日
本
は
か
つ
て
同

品
目
の
主
要
な
輸
出
国
で
あ
っ
た
と
い
う
経
緯
も

あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
、
Ｅ
Ｕ

が
採
っ
た
よ
う
な
輸
入
数
量
制
限
を
衣
類
輸
入
に

対
し
て
課
し
て
は
こ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｃ

に
は
一
般
特
恵
関
税
制
度
を
適
用
し
て
、
同
品
目

輸
入
の
関
税
を
免
除
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
形

式
的
に
は
文
句
の
つ
け
よ
う
の
な
い
制
度
を
取
り

続
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
ア
メ

リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
の
状
況
と
全
く
異
な
り
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
か

ら
の
衣
類
輸
入
が
殆
ど
な
い
。
二
○
○
五
年
一
〜

九
月
の
デ
ー
タ
で
は
、
日
本
の
衣
類
輸
入
の
八
一

・
四
％
が
中
国
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
二
位
以
下

は
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、

タ
イ
と
続
き
、
そ
れ
以
外
の
国
々
は
一
％
以
下
の

シ
ェ
ア
し
か
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
上
位
五
カ
国

だ
け
で
日
本
の
衣
類
輸
入
の
九
三
・
三
％
が
満
た

さ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
さ
え
国
連
の
定
義
で

は
Ｌ
Ｄ
Ｃ
に
分
類
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
日

本
へ
の
衣
類
輸
出
に
は
Ｌ
Ｄ
Ｃ
の
関
与
の
度
合
い

が
非
常
に
小
さ
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

実
情
と
し
て
日
本
の
衣
類
輸
入
に
お
い
て
は
、

日
本
の
小
売
り
あ
る
い
は
卸
売
り
業
者
が
中
国
の

工
場
に
発
注
し
、
仕
様
等
を
細
か
く
指
定
し
て
、

生
産
・
輸
入
す
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
実
際
上
、
日
本
で
衣

類
を
販
売
す
る
側
の
人
々
の
関
与
な
し
に
は
最
貧

国
か
ら
輸
入
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

日
本
人
が
定
着
し
て
生
産
に
関
わ
り
続
け
る
こ
と

の
難
し
い
最
貧
国
に
お
い
て
は
、
日
本
へ
の
輸
入

が
困
難
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
事

情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
他
の
先
進
国
は

斟
酌
し
て
く
れ
る
わ
け
で
な
く
、
た
だ
単
に
「
最

貧
国
か
ら
の
輸
入
が
少
な
い
」
と
い
う
現
象
を
捉

え
て
批
判
の
材
料
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
最
貧

国
支
援
と
い
う
文
脈
で
は
、
現
在
の
日
本
人
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
が
中
国
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
、
最
貧

国
の
多
い
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
実
施
し
、
輸
入
を

増
や
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
や 

ま
が
た　

た
つ
ふ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）

図 3　アメリカに対する サハラ以南アフリカからの縫製品輸出（対前年同月変化率：％）
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